




①R5事業(途中経過)
②R6予算要求(未確定)
★事業カード

①R6予算(確定)
予算額＆事業内容
②R5決算（確定）
決算額＆事業結果
★事業カード

評価指数の現状(R5) H29～R9評価指数の
現状

委員任期～R6.9.30 委員任期 R6.10.1～R8.9.30

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度 R10年度

委員任期 R8.10.1～R10.9.30

R4決算(確定)事業報告

R5～計画改定について（①
体系図、②推進体制）R5諮問

R5～計画見直（①R9評
価目標②推進体制）

事業カード案提示

H29～R4評価指数の現状

1

回
目

2

回
目

～
2

月

3

回
目

藝大との連携

R10～計画案

委嘱状交付 委嘱状交付

R5答申案協議
メールにて

R5答申

R6諮問
Ｒ7事業に向けて

R6答申
会長のみ

R6答申案協議
メールにて

R7諮問
Ｒ8事業に向けて

R8諮問
Ｒ9事業に向けて

1

回
目
（
6

～
7

月
）

～
8

月

9

月

2

回
目
（
3

月
）

審議会サイクル案提示

藝大委託事業中間報告

①R7予算(確定)
予算額＆事業内容
②R6決算（確定）
決算額＆事業結果
★事業カード

①R8予算(確定)
予算額＆事業内容
②R7決算（確定）
決算額＆事業結果
★事業カード

①R9予算(確定)
予算額＆事業内容
②R8決算（確定）
決算額＆事業結果
★事業カード

①R10予算(確定)
予算額＆事業内容
②R9決算（確定）
決算額＆事業結果
★事業カード

藝大委託事業報告

①R6事業(途中経過)
②R7予算要求(未確定)
★事業カード

①R7事業(途中経過)
②R8予算要求(未確定)
★事業カード

①R8事業(途中経過)
②R9予算要求(未確定)
★事業カード

①R9事業(途中経過)
②R10予算要求(未確定)
★事業カード

R7答申案協議
メールにて

R8答申案協議
メールにて

R7答申
会長のみ

R8答申
会長のみ

R10～計画案

R10～計画案

評価指数の現状(R6) 評価指数の現状(R7) 評価指数の現状(R8)
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評価指標の現状

H29年度

（計画策定

時）

R元年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R9年度

1.文化芸術活動※1

のしやすいまちだ

と答える市民の割

合【課題1】

50.3% 50.9% 35.0% 36.7% 34.0% 37.3% 60%

2.文化芸術活動に

参加した市民の割

合【課題1】

27.7% 29.3% 16.2% 26.9% 26.9% 41.2% 33%

3.文化芸術活動の

満足度【課題1】
42.1% 36.2% 25.2% 28.8% 21.8% 28.2% 50%

4.文化芸術活動を

鑑賞した市民の割

合【課題2】

36.4% 43.8% 28.8% 30.8% 41.0% 60.7% 43%

5.子どもたちの文

化芸術にふれる機

会に対する満足度

【課題3、6】

31.2% 29.3% 20.7% 20.2% 18.2% 30.1% 37%

6.文化資源※2につ

いて誇りをもって

いる市民の割合

【課題4】

66.3% 58.4% 53.1% 53.7% 48.1% 93.9% 79%

7.多様な分野との

連携事業数【課題

5】

教育関係1

観光関係1

商工関係1

福祉関係2

観光関係1

福祉関係1

教育関係1

観光関係1

福祉関係1

教育関係2

観光関係1

福祉関係1

観光関係1

教育関係1

福祉関係1

教育関係1

他分野と

の連携

10事業

8.文化施設※3に

行ったことのある

市民の割合【課題

4】

市内6施設平均

81.7%

市内4施設平均

62.2%

市内4施設平均

58.3%

市内4施設平均

67.1%

市内5施設平均

66.3%

市内5施設平均

91.1%
90%

目標値

評価指標

(計画P32)
基本目標

実　績

市民文化政策

（ひとづくり）

自由で多様性を

認める心豊かな

市民生活の実現

都市文化政策

（まちづくり）

誇りをもてる酒

田らしさの創造

※3.文化施設とは市内4施設(土門拳記念館、酒田市美術館、本間美術館、酒田市民会館)、5施設(+文化センター)、6施設(+公民館)

注）計画策定時(平成29年度)の数値については、「酒田市芸術文化振興計画(仮称)策定に伴うアンケート」(平成29年7月実施)の結果に基づくもの

であり、令和元年度から令和5年度の数値については、各年度に実施した市民アンケートの結果に基づくもの。※Ｒ6.3.月一部数値修正

※2.文化資源とは酒田市美術館、希望ホール、本間美術館、土門拳記念館、総合文化センターや文学、音楽、舞踏、伝統芸能をはじめとする文化

芸術活動に関係するもの。

※1.文化芸術活動：ホールでのコンサート、美術館での鑑賞、講演会、文化祭、ワークショップ、伝統芸能等に参加して活動すること。

資料2
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答 申 書（令和６年３月１９日付）に対する今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●令和６年度より文化芸術推進プロジェクト会議の人材については、市民協働の核となるべく、多様

な分野により再構成し、市民の自由な発想と意思に基づいたアイディアを事業に活かすとともに、庁

内及び外部団体等と連携を一層図りながら市民協働による文化芸術推進計画の推進を図ってまいりま

す。 

●文化芸術基本条例及び文化芸術推進計画についての研修に努め、職員の文化芸術推進政策における 

意識の向上、啓発を図り庁内の連携を深めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 酒田市文化芸術推進計画の推進体制について 

令和５年度から教育委員会から庁内横断的な連携強化を目的とし、市長部局に組織改編されたこ

とや文化芸術推進審議会、文化芸術推進プロジェクト会議、庁内関係課、文化芸術団体が密接な連携

を図っていく推進体制により真の連携が図られることに期待する。 

さらに文化芸術推進プロジェクト会議についても、これまでの庁内関係部長を主要なメンバー構

成とする現状から、多様な分野のメンバーで構成された組織への見直しを図ること。これにより、市

民との協働共創の推進がより一層図られるものと思われるが、作業メンバーは少人数制にするなど、

より実効性の高い体制にするなどの工夫が必要である。 

今後、継続し全庁的に文化政策の推進を図るため、文化芸術基本条例の自治事務の根拠としての位

置づけや、その理念と方向性を明示した文化芸術推進計画について、職員研修の実施に取り組むこ

と。併せて、関連する市民や市民団体に向けての条例・基本計画の啓発に取り組むこと。 

２ 酒田市文化芸術推進計画の評価指標の目標値の設定について 

目標数値についてコロナ禍における制限の中ではあるが、ほぼ全ての評価指標が悪化しており危

機感を覚える。令和９年度の目標値は現状と比較し非常に高い数値の設定となったが、目標達成に向

けてこれまで以上に庁内連携や市民協働に取り組み推進すること。 

また、評価指標の補助評価として事業カードによる事業評価を行い、特に文化政策の主要事業につ

いては文化政策の視点による政策評価を行い計画の推進に努めること。また、審議会の意見について

は現年度や翌年度事業に速やかに反映できるよう審議会の開催時期やサイクル、評価方法について

見直しを行い、目標達成に向けてＰＤＣＡのサイクルを活用すること。 

多様な分野における市民アートコーディネーターの発掘と育成に向け、東京藝術大学と協定の締

結及び協定に基づいた調査研究業務委託により、現状の調査研究に着手したことは評価できる。この

調査研究により得られた知見を活かし、それぞれの状況において必要とされる地域に根差した市民

アートコーディネート人材や団体の発掘とその育成のための研修に取り組むこと。 

酒田市文化芸術推進計画では、文化芸術活動を行うことは人々の生まれながらの権利であり、「市

民等が等しく文化芸術活動を行うことができるような環境の整備」をその基本理念としている。特に

障がい者、就学前の子ども、小中学校の児童・生徒、外国人、高齢者、一人暮らしの人などが平等に

文化芸術を享受できる環境の整備を推進するため、その制度及び体制整備と事業の早期開始に着手

すること。 
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●審議会の開催については、審議会の意見を速やかに事業へ反映可能な時期の開催に改め、事業評価

については、文化政策の主要な事業において事業カードを作成し、継続的に文化政策の視点による自

己評価を行い、ＰＤＣＡに活用してまいります。 

●評価指標の目標達成に向け、障がい者や未就学児、高齢者等あらゆる市民が文化芸術に親しむ機会

を創出するため、市民、団体等と連携を図りながら施策の実施(充実)に努めていくとともに、市民に

広く知ってもらうため効果的な情報発信にも取り組んでまいります。 

●また、令和5年度に実施した、東京藝術大学と協定の締結及び協定に基づいた調査研究業務委託を

活かし、令和6年度以降は多様な分野の人材や団体による市民アートコーディネーターの発掘と育成

に取り組み、地域に根づく文化芸術活動の推進を図ってまいります。 

 


































































































































































